2006年度滋賀湖西ブロック宣教司牧計画評価
　2006年11月12日のブロック会議で、2006年度宣教司牧計画の評価を行いました。結果を下記のとおりご報告いたします。

記

＜共同宣教司牧の目標＞

福音化する共同体になる。

＜長期目標（２００５年より５年間）＞

１．典礼をとおして、信仰共同体を実感できるようにする。

２．部会活動を充実させる。

３．社会とともに歩む活動をすすめる。

＜2006年度宣教司牧計画＞
１．規約改正を含めた教会の変革を実行する。

２．子供たちの育成のために、大人自らが変革していく。

３．典礼の見直しをすることによって、信仰共同体を実感できるようにする。

４．部会活動をすすめるために、ブロック内の情報交換をおこなう。

　今回は個別の評価でなく、全体を評価しました。

―、宣教司牧計画にミッションステートメント（宣言文）を加えるべきである。

―、部会活動は積極的に進められ、浸透してきているが、部会を超えた横の連絡が不十分である。特に、合同バザー等の行事において、実行委員まかせで、協調性が足りない。クリスマス、合同バザー等において、横の協力を密にする。合同部会を開催しているが、部会を超えた集まりも開催する。

―、教会学校へのお母さんたちのかかわりが増えてきている。

―、自分の家庭の子どもの養成がもっと必要である。

―、担当者や役をもっている人だけでなく、ミサに参加した人みんなで責任をとる必要がある。

―、ブロック内の部会の情報交換は成果が見えてきている。

―、ブロック内で、病人訪問の連携をはかる必要がある。

以上
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